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一
九
九
三
年
は
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
日
本
の
敗
色
か
濃
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
戦
況
の
中
で
一
学
徒
出
陣
」
が
行
わ
れ
て

か
ら
ち
ょ
う
ど
五
○
年
Ⅱ
に
あ
た
っ
た
。
今
Ⅱ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
立
命
館
か
ら
も
お
よ
そ
三
○
○
○
人
に

及
ぶ
学
徒
が
戦
場
に
赴
き
、
学
徒
勤
労
動
員
に
駆
り
出
さ
れ
た
約
三
○
○
○
人
と
も
ど
も
、
多
人
の
犠
桃
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

戦
後
、
「
平
和
と
民
正
稚
義
」
を
教
学
理
念
に
掲
げ
て
き
た
立
命
館
大
学
は
、
痛
恨
の
学
徒
川
陣
か
ら
半
川
紀
を
経
た
一
九
九

三
年
、
平
和
の
創
出
を
祈
念
し
て
一
連
の
と
り
く
み
を
行
っ
た
。

三
川
二
六
日
～
一
二
月
一
六
日
に
は
、
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
に
併
設
さ
れ
て
い
る
中
野
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
戦
争
、
大
学
そ
し
て
学
生
ｌ
学
徒
出
陣
五
○
年
・
わ
だ
つ
み
像
建
立
川
○
周
年
記
念
特
別
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本
学
所
蔵

の
資
料
に
加
え
、
多
く
の
校
友
や
関
係
諸
大
学
か
ら
の
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
受
け
て
、
特
別
展
は
成
功
裡
に
附
か
れ
、
間
初

予
想
を
上
回
る
参
観
者
を
迎
え
た
。

一
二
月
一
口
に
は
、
大
南
正
瑛
総
長
も
呼
び
か
け
人
の
一
人
と
な
っ
て
、
わ
が
国
の
四
年
制
私
立
大
学
の
実
に
七
○
％
に
あ

画
小
特
集
画
Ｊ
立
命
館
夫
学
Ｊ
学
徒
出
か
陣
五
○
隼

学
徒
出
陣
五
○
年
、
わ
だ
つ
み
像
建
立
四
○
周
年
の
と
り
く
み

安
需
育

郎
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た
る
総
長
・
学
長
が
連
名
で
「
学
徒
出
陣
五
○
年
に
あ
た
っ
て
」
の
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。
平
和
の
問
題
に
関
し
て
こ
れ
ほ

ど
の
規
模
の
大
学
の
総
長
・
学
長
が
共
同
の
意
志
表
示
を
行
っ
た
の
は
空
前
の
こ
と
で
あ
り
、
快
挙
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
一
部
の
右
翼
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
こ
の
共
同
声
明
を
口
汚
く
罵
る
論
評
を
書
い
た
が
、
そ
れ
は
、
声
明
の
も
つ
影
響

力
が
無
視
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

一
二
月
七
日
に
は
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
、
立
命
館
大
学
の
大
南
総
長
を
は
じ
め
、
延
世
大
学

（
韓
国
）
・
中
国
人
民
大
学
（
中
国
）
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
大
学
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
・
ハ
ノ
ィ
エ
科
大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
）
・
ハ

ワ
イ
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
か
ら
の
学
長
ま
た
は
学
長
代
理
の
参
加
を
得
て
、
「
戦
争
の
世
紀
で
あ
っ
た
二
○
世
紀
」
か
ら
「
平

和
の
世
紀
で
あ
る
べ
き
二
一
世
紀
」
へ
の
転
換
点
に
あ
た
っ
て
、
平
和
の
創
生
に
向
け
て
大
学
お
よ
び
大
学
人
に
何
が
で
き
る

か
を
真
筆
に
討
議
し
た
。
大
南
総
長
は
、
①
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
何
ら
か
の
「
平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
す
る
こ
と
、
②

学
長
の
相
互
訪
問
、
教
員
・
学
生
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
の
「
大
学
間
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
検
討

す
る
こ
と
、
③
平
和
教
育
に
関
す
る
資
料
交
換
を
行
な
う
こ
と
、
④
平
和
に
関
す
る
共
同
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
、
⑤
相
互
理

解
を
妨
げ
て
い
る
要
因
の
克
服
を
め
ざ
す
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
、
の
五
項
目
を
提
言
し
た
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
の
諸
大
学
の
学
長
も
こ
れ
に
賛
意
を
表
明
し
た
。

翌
一
二
月
八
日
に
は
、
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
の
「
わ
だ
つ
み
像
」
前
で
第
四
○
回
不
戦
の
つ

ど
い
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
、
立
命
館
大
学
六
者
（
教
職
員
組
合
・
一
部
学
友
会
・
二
部
学
友
会
・
院
生
協
議
会
・
生
活
協

同
組
合
・
同
労
組
）
で
、
集
会
に
は
大
南
総
長
を
は
じ
め
各
・
ハ
ー
ト
の
代
表
者
ら
二
五
○
名
が
参
加
し
て
不
戦
の
誓
い
を
新
た

に
し
た
の
に
加
え
、
折
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
し
た
海
外
の
学
長
ら
も
献
花
を
行
な
っ
た
。
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同
Ｈ
夕
刻
に
は
関
連
文
化
行
事
と
し
て
一
ジ
ネ
マ
＆
ト
ー
ク
」
が
七
○
○
名
の
参
加
を
得
て
開
か
れ
、
映
画
一
月
光
の
夏
」

の
上
映
に
続
い
て
、
川
映
Ⅲ
監
督
の
神
山
征
二
郎
氏
、
俳
優
の
花
沢
徳
衛
氏
、
本
学
の
百
年
史
編
纂
委
員
会
顧
問
で
、
最
近
「

学
徒
出
陣
ｌ
わ
だ
つ
み
世
代
か
ら
の
伝
言
」
を
著
し
た
岩
井
忠
熊
名
誉
教
授
に
よ
る
「
平
和
ト
ー
ク
」
が
、
水
津
川
計
産
業

社
会
学
部
教
授
の
司
会
で
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
一
連
の
企
画
の
し
め
く
く
り
と
し
て
、
翌
一
二
月
九
日
に
は
、
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
主
催
に
よ
る
加
藤
周

一
鮒
長
（
国
際
関
係
学
部
客
員
教
授
）
の
特
別
講
波
会
「
『
学
徒
出
陣
』
五
○
年
と
日
本
の
現
状
」
が
開
惟
さ
れ
、
約
二
○
○

人
の
教
職
員
・
学
生
・
巾
民
が
参
加
し
た
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
と
り
く
み
は
、
大
南
派
一
瑛
・
加
藤
周
一
編
著
『
わ
だ
つ
み
不
戦
の
誓
い
」
（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
、
全
在
校
生
・
新
入
生
に
配
布
さ
れ
て
平
和
教
育
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
「
平
和
と

此
主
主
義
」
の
教
学
抑
念
の
今
日
的
実
践
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
館
長
代
即
、
旧
際
関
係
学
部
教
授
）

※
以
下
言
学
徒
出
仲
〃
○
年
に
閃
す
る
と
り
く
み
の
記
録
を
掲
載
す
る
。


